
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 3月 1日発行 

 

 

〒９８１-８００６ 

仙台市泉区黒松１-３３-４０ 

TEL ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

※このセンターだよりはリサイクルできます。 

※お預かりした個人情報は講座運営以外の目的には使用しません。 

 

開催時期：202２年 5 月～2 月（年間９回） 

     開催月：5 月、6 月、7 月、9 月、10 月、11 月 

         12 月、1 月、2 月 

   ※状況により開催内容の変更や開催中止になる場合がございます 

のでご了承ください。 

日  時：主に開催月の第 3 木曜日 10：00～11：30 

対  象：60 歳以上の方 60 人 

    （応募多数の場合は抽選となります） 

費  用：実費 

講座内容：健康・文化・音楽など様々な内容を予定しています。 

（市民センターと運営委員の話し合いで決定します） 

申込方法：【郵送申込】往復はがきを黒松市民センターへ郵送ください。 

【窓口申込】63 円はがき１枚を黒松市民センターへご持参 

ください。 

申込締切：３月 19 日（土）必着 
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はがきは 63円に 
変わっております。
ご確認下さい。 

   

 

 

減免申請の手続きはお済みですか？ 

 

 

往信 
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こ
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は 
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も
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入
し
な
い
で 

く
だ
さ
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令和４年度の市民センター使用料減免登録申込みの手続きを、まだされていない 

サークル・団体の方は、必要書類を揃えて市民センター窓口へお申し出ください。 

代表者・担当者等、登録内容に変更がある場合も変更手続きが必要です。 

 詳しくは市民センターへお問合せください。 

 
市民センターのご利用者の皆さまへ 

市民センターのご利用の際に、新型コロナウィルス感染症の拡大を防止するため『市民センター利用

時チェックリスト』による確認をお願いしております。皆様のご協力をお願いいたします。 

また、マスクの着用、手洗いの徹底やこまめな換気、３密を避けるなど引き続き感染対策をしていた

だきますようお願いいたします。発熱や咳の症状がある方はご利用をお控えください。 



 

             黒松地区歴史散策 2１    

泉区根白石地区・満興寺（その１・山門と仙台門松）  

 

 

 

 

 ３月のセンター利用ご案内 

休 館 日  ７日（月）、１４日（月）、２２日（火）、２８日（月） 

ホール個人使用日 ５日（土）、１３日（日）、１９日（土）、２７日（日） 各 13:00～16:30 

泉図書館 黒松分室開館日 １日、４日、８日、１１日、１５日、１８日、２５日、２９日 

                  市民センター休館日を除く毎週火曜日・金曜日（12:30～16:30） 

 
｢くろまつミニギャラリー｣ありがとうございました

た。 

「黒松寿大学」開催しました 

普段は見ることができない具

足の背面の写真を見せていた

だいたり、前立に関するクイ

ズ、調度品や伊達家の家紋につ

いての説明に受講生の皆さん

は熱心に耳を傾けていました。 

１月２０日（木）、仙台市博物館の小田島なつみ先生を

お招きして「伊達家の美術工芸入門～武器、武具、漆工

品」というテーマでお話を伺いました。 

泉区根白石の町の中央部に大桂山満興寺はある。このお寺は、永徳２（1382）年、岩手県永徳寺梅雪禅

東の開山と伝えられる古刹で、現在の本堂は明治時代に造営された。農家を移築したものとされ、他の寺の

形とは違っている。この満興寺は、伊達政宗ゆかりのお寺である。寺に残る古文書に、満興寺第 11 代光達

長老のとき、政宗公が実祖母栽松院の墓参に立ち寄り案内した光達長老に、「白石に住む僧なら、地名にち

なんで白い衣を着ればいいのに、なぜ黒衣なのか」と訊ねた。光達長老は、すかさず、「白石に住み着く（墨

付く）故に黒染めの衣にございます」と応えた。政宗公は、この光達の粋な返しを気に入り、それから、た

びたび満興寺を訪れ、門前にお仮屋を建てて通ったという逸話が残っている。 

満興寺山門は、もとは仙台城の辰の口御門であったが、５代藩主吉村公が泉区福岡の永安寺に移築した。

明治になって、満興寺が譲り受けた。もともとは萱葺きであったものを大正期に瓦屋根に替えたが、次第に

老朽化していった。平成 23 年に建て替えることになり、東日本大震災当日の午前中に柱等を取り外した。

お蔭で大地震からの被害は免れたという。２年後の平成 25 年４月に再建。翌年の正月から、この山門の前 

に「仙台門松」と呼ばれる伝統の門松を立てることになった。震災

後、江戸期に仙台城内に飾られる門松の材料全てが、ここ根白石地

区に住む八軒の旧家が藩有林から切り出し、献上されていたことが

分かり、伝統の仙台門松をここ満興寺でも復活させたいと始まった

という話だった。                     

〈参考資料：満興寺発行パンフレット・泉市誌下巻〉 

七北田宿歴史研究会 加藤恵子   

（平成 27 年度  黒松市民センター主催講座「地域の魅力を発信しよう」受講生） 

 

 

 

 
 

〈講座レポート〉 

まちの小さな作品展として、市民センターを彩っていただき

ました。一部ですが、ご紹介いたします。 

 絵手紙 

ちりめんびな 剪紙 笑って川柳 
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